
自動車保険の「車両保険の種類」について 

 

 

  

                                                                                         

                                                                                                                                                                                                  

     

 

 

 

偶然な事故によりご契約のお車に発生した損害額を補償する「車両保険」には、お支払いの対象となる 

事故の違いにより 2 つのタイプ（種類）が販売されています。 

1. 一般条件車両保険  ・・・  地震・噴火・津波を除き、ほとんどのケースの事故が対象となります。 

2. 車対車・限定危険（もしくは補償限定）  ・・・  上記１のうち、対象外となる事故があります。 

どちらのタイプに加入しているのか、今一度証券をご確認いただきたいと思います。 

詳しくは次のとおりです。 

 

 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
 
 

 ・車対車・限定危険（補償限定）車両保険の⑧・⑨事故については、支払対象となる保険会社と 
ならない保険会社があります。 

    ・⑫地震・噴火・津波の事故については、個別の特約が販売されています。 

    ・⑥盗難については、二輪自動車・原付は対象外としている保険会社があります。 

上記は概要を説明したものです。詳しい内容につきましては取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。 

 

東京都人材支援事業団指定幹事損害保険代理店 

    ＴＥＬ  0120-518-810 

 

現職でも 退職後でも 安心のサポート 
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災害で断水した時に水を配る場所を、確認しておきましょう！ 

９月１日は防災の日。各自治体では、万一災害等により水道が断水した際に、応急的に水を配る場所

（応急給水拠点）を定めています。この機会に、お住まい近くの応急給水拠点を確認しておきましょう。 

東京都の場合、お住まいからおおむね半径 2ｋｍの距離内に 1 か所として、貯留機能を持つ都内 213 

か所の施設（浄水場、給水所や公園等にある応急給水槽）に「災害時給水ステーション（給水拠）」 

を開設し、水をお配りします。 

 

 

★東京都の災害時給水ステーションは左下のシンボルマークが目印です。 

また、開設時には黄色いのぼりを立てるので、お越しの際の目印にしてください。 

 

  

具体的な所在地は、水道局のホームページや東京都水道局アプリ、 

または各自治体の広報紙等で確認できます。 

 

 

 
【東京都水道局ホームページ】 【東京都水道局アプリ】 

シンボルマーク 

のぼり 



 

【注意事項】 

※ 災害時給水ステーションへは、あらかじめ水道局や自治体の HP等にて「災害時給水ステーションの開設

状況」 
を確認の上、お越しください。 

※ 災害時給水ステーションへお越しの際は、水を入れる清潔な容器をご持参ください。 
※ お近くの避難所敷地内にある応急給水栓や避難所付近のあらかじめ指定した消火栓を用いた応急給

水方法もあります。これらはお住いの区市町が開設しますので、区市町の情報をご確認ください。 
 

◆災害時給水ステーション（給水拠点）のしくみと訓練の様子 

      

 

   

 

 

 

地震直後に何よりも役に立つのは、くみ置きした水です。以下の点に留意して、日頃からくみ置きを心がけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清潔で蓋のできる容器に、できるだけ空気に触れないよう、口元まで一杯に水道水を入れてください。浄水器を通し

たり、沸かしたりすると、消毒用の塩素が除去されてしまいます。必ず蛇口から注ぎ、沸かさずに保存しましょう。 

くみ置きした水は雑菌が入らないよう、直接口を付けずにコップなどに注いでから飲みましょう。 

 

  

人間に必要な水の量は１人１日３リットルです。この量を目安に、３日分程度のくみ置きをしてください。 

 

 

塩素の消毒効果は、直射日光を避けて常温で保存すれば３日程度、冷蔵庫で保存すれば１０日程度持続しま

す。日付をメモしておくと便利です。保存期間が過ぎたら、トイレなどの生活用水にお使いください。 

 

 

飲料水とともに生活用水の備えも必要です。日頃から、水道水を入れたポリタンクを用意したり、お風呂の水をいつも

張っておくなどの備えをしておきましょう。 

【重要】 蓋のできる容器に口元まで 

 

１人１日３リットル 

常温で３日間、冷蔵庫では１０日間 

洗濯・掃除・トイレなどに使う生活用水の確保 

応急給水槽の水は、配水管との間を循環する仕組みと 

なっているので、常に新鮮な水が供給されています。 

いざというときに備え、定期的に局、区市町、  

住民などによる訓練を実施しています。 

≪お問い合わせ先≫  法人営業部   corporate30hjn@aid-center.co.jp 



 

 

 

 

 

無線 LANは、ケーブルの代わりに無線を利用するという性質上、通信内容が傍受（盗聴）される危険性 

があります。そのため、無線 LAN を使ってユーザ IDやパスワードなどのログイン情報、クレジットカード番号の 

ほか、プライバシー性の高い情報をやり取りする場合には、自分と相手先との間で通信が暗号化されている 

ことを確認しましょう。 

 

家庭内や職場のネットワークで複数のパソコンを利用する際には、家族や職場のパソコンとファイルのやり取りを

円滑に行うために、ファイル共有機能を有効にしている人もいるかもしれません。しかし、公共の場で無線 LAN

を利用するときに、このファイル共有機能が有効になっていると、他人からパソコンやスマートフォン内のファイルが

読み取られたり、ウイルスなどの不正なファイルを送りこまれたりすることがあります。公共の場で無線 LAN を利

用する際には、必ず他の端末等からアクセスがされないような設定にしましょう。 

 

一方で、自宅内などに自分で無線 LAN のアクセスポイントを設置して利用する場合には、アクセスポイントで

暗号化の設定を行ってください。現時点では、WPA2 方式または WPA3 方式による暗号化を推奨します。

WPA3 の方が、より強固な暗号化方式を利用できます。旧来から WEP という暗号化方式もありましたが、

WEP は短時間で解読される方法が発見され、安全な方式とは言えなくなっていますので、使用は推奨しません。 

 

また、アクセスポイントに設定する管理パスワードや、認証・暗号化のための共有鍵（暗号化キーや PSK キ

ー）は、単純なものや、無線 LAN のネットワーク識別子である SSID から類推できるものにしないよう、注意

が必要です。一般的に SSIDは公開されて使用されるため、SSID と似たパスワードを設定していると、第三

者に類推されてしまう可能性があるからです。共有鍵が知られると、第三者がアクセスポイントに接続できたり、

通信内容が容易に解読できたりします。安全なパスワードの設定に関しては、下記のリンクを参照してください。 

 

さらに、最近では、自動ファームウェア更新や機種ごとに異なる ID/パスワードが最初から設定されている等の 

セキュリティ機能を強化した無線 LAN機器が普及していますので、そのような機器を積極的に利用することを

お勧めします。 

 

 

 

 

 

                            

出典:総務省 国民のためのサイバーセキュリティサイト 

古いWi-Fi機器を利用しないようにしよう 

 

 

≪お問い合わせ先≫ 総務企画部  aidtsushin@aid-center.co.jp 


